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町
長
の
施
政
方
針
演
説

令
和
７
年
第
１
回
定
例
会
の
初
日
（
３
月
５
日
）、
議
案
審

議
に
先
立
ち
、
小
林
町
長
よ
り
、
令
和
７
年
度
の
施
政
方
針

に
つ
い
て
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
演
説
は
、
１
時
間
近
く
に

渡
り
ま
し
た
が
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
を
、
簡
潔
に
要
約
し

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

本
日
、
令
和
７
年
第
１
回
柳
津
町
議
会
定
例
会
を
招
集
い

た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
議
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
年

度
末
の
何
か
と
お
忙
し
い
中
、
御
出
席
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

は
じ
め
に
、
先
日
、
ご
逝
去
さ
れ
た
、
伊
藤
純
副
議
長
に

哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
を

偲
び
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
条
例
の
制
定
・
改

正
、
令
和
六
年
度
の
補
正
予
算
及
び
令
和
七
年
度
予
算
等
の

重
要
な
案
件
を
御
審
議
い
た
だ
く
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

開
会
に
あ
た
り
ま
し
て
、
町
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
な

ど
、
令
和
七
年
度
に
取
り
組
む
主
要
な
事
業
を
第
六
次
柳
津

町
振
興
計
画
に
基
づ
き
、
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

各
政
策
に
お
け
る
各
施
策
の
概
要
と
し
て
、

「
豊
か
な
心
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」
政
策
の
「
学
校
教
育
の

充
実
」
の
施
策
で
は
、
町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
将

来
を
生
き
抜
く
基
礎
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

教
育
環
境
の
整
備
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

「
生
涯
学
習
の
充
実
」
の
施
策
で
は
、
各
種
事
業
を
通
し
て

世
代
に
応
じ
た
学
習
が
行
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
」
の
施
策

で
は
、
年
齢
や
体
力
に
応
じ
た
活
動
が
行
え
る
よ
う
町
民
の

意
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

「
地
域
行
事
の
継
承
、
文
化
財
の
保
存
・
活
用
と
芸
術
文
化

の
振
興
」
の
施
策
で
は
、
石
生
前
遺
跡
等
の
出
土
品
の
整
理
・

記
録
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
町
内
の
未
指
定
文
化
財

の
調
査
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
保
存
食
を
は
じ
め
、

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
伝
統
文
化
の
調
査
・
記
録
・
発
信
に
よ
り
、

郷
土
愛
の
醸
成
と
ま
ち
づ
く
り
へ
の
利
活
用
を
進
め
て
参
り

ま
す
。

や
な
い
づ
町
立
斎
藤
清
美
術
館
に
お
き
ま
し
て
は
、
町
内

外
を
問
わ
ず
多
く
の
人
た
ち
が
、
豊
か
な
感
性
を
磨
き
、
教

養
を
高
め
、
郷
土
愛
を
育
め
る
教
育
施
設
と
し
て
運
営
し
て

参
り
ま
す
。

「
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
政
策
の
「
子

育
て
支
援
の
充
実
」
の
施
策
で
は
、
健
康
相
談
等
を
切
れ
目

な
く
継
続
的
に
実
施
し
、
母
子
保
健
と
児
童
福
祉
の
双
方
に

係
る
相
談
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
体
制
を
整
備
し
、
関
係
機

関
と
連
携
し
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
経
済
的
な

支
援
と
し
て
、
出
産
・
子
育
て
応
援
金
を
支
給
し
、
子
ど
も

医
療
費
の
助
成
や
頑
張
れ
子
育
て
応
援
金
の
支
給
、
ゼ
ロ
歳

児
か
ら
の
保
育
料
無
料
化
、
全
入
所
児
の
完
全
給
食
、
小
中

学
校
に
お
け
る
給
食
費
の
無
償
化
を
そ
れ
ぞ
れ
継
続
し
て
参

り
ま
す
。
食
育
の
推
進
と
し
て
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

安
全
安
心
な
給
食
を
提
供
し
、
地
産
地
消
を
推
進
す
る
た
め
、

町
産
農
産
物
を
積
極
的
に
使
用
し
て
参
り
ま
す
。
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
と
し
て
、
経
済
的
負
担
軽
減
策
と
、
多
様
化
す

る
家
庭
環
境
に
対
応
す
る
子
育
て
支
援
を
柳
津
町
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
一
層
充
実
さ
せ
て
参
り

ま
す
。

「
健
康
づ
く
り
の
推
進
」
の
施
策
で
は
、
集
団
健
診
・
施
設

健
診
等
の
確
保
と
受
診
率
向
上
に
努
め
、
治
療
が
必
要
な
方

へ
の
保
健
指
導
を
実
施
し
、
生
活
習
慣
病
発
症
予
防
、
重
症

化
予
防
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

「
高
齢
者
及
び
障
が
い
者
福
祉
の
充
実
」
の
施
策
で
は
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、

医
療
・
介
護
・
住
ま
い
・
生
活
支
援
を
一
体
的
に
提
供
し
て

い
く
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

「
地
域
医
療
体
制
の
充
実
」
の
施
策
で
は
、
診
療
所
が
、
近

隣
の
医
療
機
関
と
連
携
し
、
在
宅
医
療
、
訪
問
看
護
等
を
充

実
さ
せ
、
信
頼
で
き
る
医
療
機
関
と
な
る
よ
う
努
め
て
参
り

ま
す
。

「
火
災
・
災
害
対
策
の
強
化
」
の
施
策
で
は
、
町
民
の
生
命
、

身
体
及
び
財
産
を
守
り
、
地
域
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る

た
め
、
自
助
・
共
助
・
公
助
に
よ
る
消
防
・
防
災
体
制
の
強

化
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

「
交
通
安
全
・
防
犯
対
策
の
強
化
」
の
施
策
で
は
、
事
故
、

犯
罪
等
の
被
害
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
安
心
し
て
生
活
で
き

る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
警
察
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て

安
全
安
心
な
地
域
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

「
活
力
あ
る
産
業
と
賑
わ
い
と
交
流
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

政
策
の
「
農
林
業
の
振
興
」
の
施
策
に
お
け
る
農
業
で
は
、

高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
の
減
少
、
物
価
高
騰
や
電
気
料
金
の

値
上
げ
・
近
年
の
異
常
気
象
に
よ
り
、
農
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、「
地
域
計

画
」
に
位
置
付
け
ら
れ
た
認
定
農
業
者
や
園
芸
作
物
や
花
き

栽
培
農
家
に
対
し
、
継
続
し
て
経
営
規
模
の
拡
大
や
農
業
所

得
の
向
上
の
た
め
の
各
種
支
援
や
整
備
等
を
実
施
し
て
参
り

ま
す
。

「
観
光
の
振
興
」
の
施
策
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
落
ち
込
ん
だ
観
光
入
込
数
は
増
加
傾
向

に
あ
り
、
引
き
続
き
、
台
湾
を
中
心
と
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

施
策
を
始
め
、
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
受
入
体
制
の
整
備
、

誘
客
イ
ベ
ン
ト
等
に
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
、
魅
力
あ
る

観
光
地
づ
く
り
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

「
商
工
業
の
振
興
」
の
施
策
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
る
運
営
資
金
融
資
の
返
済
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
事
業
者
へ
の
支
援
を
実
施
し
て

参
り
ま
す
。
ま
た
、
新
規
起
業
者
へ
の
支
援
、
町
内
事
業
所

の
後
継
者
に
対
す
る
支
援
の
拡
充
の
ほ
か
、
物
価
高
騰
対
応
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重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
の
発
行
支
援
に
よ
り
、
商
工
業
振
興
を
図
っ
て
参
り

ま
す
。

「
移
住
・
定
住
・
交
流
の
推
進
」
の
施
策
で
は
、
住
宅
新
築

補
助
や
個
人
住
宅
の
改
修
補
助
「
住
ま
い
づ
く
り
支
援
事
業
」

を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
公
営
住
宅
維
持
管
理
事
業

に
お
い
て
は
、「
公
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
」
に
基
づ
き
適
切

な
維
持
管
理
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
後
継
者
対
策
と
し
ま
し

て
は
、
結
婚
さ
れ
た
方
に
祝
い
金
を
支
給
し
、
ま
た
、
新
婚

世
帯
の
新
生
活
を
は
じ
め
る
う
え
で
必
要
な
経
済
的
支
援
を

実
施
し
て
参
り
ま
す
。
さ
ら
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発

信
等
に
よ
り
積
極
的
に
地
方
移
住
へ
の
働
き
か
け
を
進
め
て

参
り
ま
す
。
空
き
家
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
危
険
空
き
家

の
解
体
除
却
補
助
を
継
続
し
つ
つ
、
改
修
費
用
や
家
財
処
分

費
用
の
補
助
を
拡
充
し
、
空
き
家
の
積
極
的
な
利
活
用
を
促

進
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
宅
建
協
会
と
連
携
し
た
空
き
家

バ
ン
ク
事
業
を
推
進
し
、
不
動
産
登
記
の
義
務
化
及
び
空
き

家
の
管
理
に
つ
い
て
所
有
者
に
周
知
を
図
る
と
共
に
、
空
き

家
物
件
の
情
報
収
集
や
情
報
提
供
を
積
極
的
に
行
い
、
移
住
・

定
住
へ
の
受
け
入
れ
体
制
を
整
備
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
都

市
と
の
交
流
事
業
と
し
ま
し
て
、
姉
妹
都
市
新
潟
県
出
雲
崎

町
や
東
京
都
港
区
お
台
場
地
区
と
の
交
流
事
業
を
実
施
し
て

参
り
ま
す
。

「
快
適
で
う
つ
く
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
政
策
の
「
道
路
網
の

充
実
」
の
施
策
で
は
、
町
道
五
畳
敷
大
成
沢
線
及
び
屋
敷
添

南
沢
線
の
改
良
工
事
を
進
め
る
と
共
に
、
長
寿
命
化
計
画
に

基
づ
く
橋
梁
の
補
修
設
計
及
び
修
繕
工
事
の
実
施
、
緊
急
雇

用
創
出
事
業
も
活
用
し
た
上
で
、
各
地
区
か
ら
の
要
望
に
対

応
し
た
道
路
の
迅
速
な
維
持
修
繕
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
国
・
県
道
の
整
備
に
つ
い
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

通
じ
て
積
極
的
に
働
き
か
け
て
参
り
ま
す
。

「
廃
棄
物
処
理
の
推
進
と
環
境
保
全
」
の
施
策
で
は
、
廃
棄

物
排
出
量
の
増
加
は
、
町
民
の
負
担
に
も
影
響
す
る
こ
と
か

ら
、
生
ご
み
処
理
機
等
の
購
入
に
対
し
て
補
助
を
実
施
し
、

廃
棄
物
の
減
量
化
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
今

後
の
見
通
し
等
に
つ
い
て
情
報
発
信
を
行
い
、
町
民
や
各
事

業
所
等
、
お
互
い
に
協
力
・
連
携
・
支
援
し
て
い
け
る
よ
う

努
め
て
参
り
ま
す
。

「
景
観
の
保
全
と
形
成
」
の
施
策
で
は
、
越
後
三
山
只
見
国

定
公
園
内
を
中
心
に
除
草
作
業
や
支
障
木
の
伐
採
な
ど
を
行

っ
て
い
く
と
と
も
に
、
桜
の
撫
育
や
花
植
え
な
ど
を
継
続
し

て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
策
定
さ
れ
た
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
で

定
め
た
基
本
理
念
に
基
づ
く
景
観
計
画
の
策
定
を
進
め
、
今

後
の
事
業
に
つ
い
て
、
町
民
の
皆
様
よ
り
広
く
ご
意
見
を
伺

い
な
が
ら
、
柳
津
町
の
魅
力
を
活
か
し
た
、
美
し
い
景
観
を

形
成
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
上
水
道
・
下
水
道
の
充
実
」
の
施
策
で
は
、
大
成
沢
・
冑

中
地
区
簡
易
水
道
の
新
た
な
施
設
の
早
期
完
成
に
向
け
、
令

和
五
年
度
よ
り
工
事
に
着
手
し
て
お
り
、
令
和
七
年
度
に
お

き
ま
し
て
は
、
博
士
林
道
の
舗
装
本
復
旧
を
行
い
、
年
度
内

の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
柳
津
配
水
池

に
お
い
て
、
自
然
災
害
の
影
響
に
よ
り
水
の
濁
り
等
が
生
じ

た
場
合
に
備
え
、
膜
ろ
過
方
式
の
浄
水
施
設
を
整
備
す
る
た

め
、
令
和
七
年
度
に
測
量
、
地
質
調
査
、
実
施
設
計
業
務
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

「
公
共
交
通
の
充
実
」
の
施
策
で
は
、
町
民
バ
ス
運
行
事
業

実
施
に
あ
た
り
、
安
全
・
安
心
を
第
一
に
車
両
管
理
・
安
全

運
行
の
励
行
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
公
共
交
通
の
見

直
し
を
図
る
べ
く
、
広
域
バ
ス
や
鉄
道
と
の
連
携
強
化
、
関

係
機
関
と
の
協
働
を
進
め
、
広
域
的
移
動
手
段
と
し
て
機
能

す
る
よ
う
に
し
て
参
り
ま
す
。

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
」
の
施
策
で
は
、
住
宅
用

太
陽
光
発
電
設
備
や
薪
ス
ト
ー
ブ
等
の
設
置
補
助
を
継
続
し
、

脱
炭
素
へ
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

「
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
」
の
施
策
で
は
、
行
政
手
続
き
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化
や
生
成
Ａ
Ｉ
等
の
活
用
に
よ
る
業
務
効
率
化
を

進
め
、
便
利
で
質
の
高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し

て
参
り
ま
す
。

「
協
働
に
よ
る
健
全
で
開
か
れ
た
ま
ち
づ
く
り
」
政
策
の

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
活
性
化
」
の
施
策
で
は
、
地

域
活
動
の
担
い
手
育
成
や
新
た
な
地
域
づ
く
り
活
動
へ
の
支

援
を
強
化
し
、
持
続
可
能
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
を

推
進
し
て
参
り
ま
す
。

「
広
報
・
広
聴
活
動
の
推
進
」
の
施
策
で
は
、
す
べ
て
の
町

民
に
町
政
情
報
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
、
町
民
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
広
報
誌
の
発
行
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
町
民
の
皆
様

の
声
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
対
面
で
の
意
見
交
換
の

場
と
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
広
聴
機
会
の
創
出
に
よ

り
、
幅
広
い
世
代
の
意
見
を
丁
寧
に
伺
う
体
制
を
構
築
し
て

参
り
ま
す
。

「
財
政
健
全
化
の
推
進
」
の
施
策
で
は
、
多
様
化
す
る
住
民

ニ
ー
ズ
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
も
、
一
般
財
源
及
び
経
常
経
費

の
抑
制
に
努
め
、
投
資
的
経
費
は
、
今
後
の
財
政
状
況
を
的

確
に
予
測
し
財
政
運
営
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、「
ふ
る

さ
と
納
税
」
寄
附
額
を
さ
ら
に
増
加
さ
せ
る
た
め
、
返
礼
品

の
充
実
や
納
税
し
や
す
い
環
境
整
備
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

「
効
果
的
・
効
率
的
な
行
政
運
営
の
推
進
」
の
施
策
で
は
、

適
切
に
業
務
を
執
行
し
、
効
率
的
で
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
で
き
る
体
制
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
業
務
の
効

率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
施
策
評
価
等
を
実
施
し
、
課
題
解

決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

以
上
、
第
六
次
柳
津
町
振
興
計
画
に
掲
げ
ま
し
た
、「
み
ら

い
創
生
。
ひ
と
・
ゆ
め
・
れ
き
し
を
つ
な
ぐ
ま
ち
」
を
実
現

す
る
た
め
、
五
つ
の
基
本
政
策
を
軸
と
し
て
、
総
合
的
、
計

画
的
に
各
施
策
に
取
り
組
み
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て
直
面

す
る
課
題
や
、
複
雑
多
様
化
す
る

町
民
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
て

い
く
も
の
で
あ
り
、
限
ら
れ
た
財

源
を
最
大
限
に
活
か
し
て
い
く
、

令
和
七
年
度
の
予
算
編
成
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

3

町 長 演 説
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当 初 予 算

令和７年
第１回定例会 令和７年度当初予算を可決！
一般会計42億9,000万円　特別会計合計11億6,108万円

　前年度比1億1,678万円（2.2％）の増
【重点的に実施する事業の一部を厳選して、ご紹介しております】

詳細につきましては、広報やないづVOl.685 をご覧ください

学校・地域スポーツアドバイザー事業
� ２，９５１千円

学校・地域スポーツアドバイザーを配置し、学
校部活動の地域移行とその展開を推進するため指
導助言としっかりした運営体制の整備をする。

総合健診事業　１２，３８１千円
疾病の予防・早期発見のために集団検診

を実施する。

地域農業担い手
経営支援事業
� １１，８５５千円

中心経営体が経営面積の拡大
等に要する農業機械等への支援。

空き家対策事業
� ５，２１１千円

空き家解体除却事業、空き家改修等支援事業、
空き家家財道具等処分費補助金の実施。また義務
化された登記の費用に係る補助を行う。

斎藤清美術館　特別企画展開催事業
� ２，３８８千円
「コレクターズ」の第2弾。
美術館未収蔵作品を中心とした、個人が収集し

た作品展を開催する。

ごみ減量化推進事業補助金
１，０００千円

ごみの減量を目的と
して、生ゴミ処理機等
の購入費の補助を実施
する

景観計画策定事業
７，６０２千円

歴まち計画認定を受け景観を
活かしたまちづくりを進めるた
め町民への普及活動、景観計画
策定を行う。

ＤＸ（デジタル改革）推進事業
� ２，３２７千円

ＤＸ 推進本部を中
心にＤＸ推進計画に
基づいた事業を執行
し、庁内のＤＸ化を
図る。

豊かな心を
育む

まちづくり
健康で
安心して
暮らせる
まちづくり

快適で
うつくしい
まちづくり

活力ある
産業と賑いと
交流のある
まちづくり

協働による
健全で開かれた
まちづくり
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当 初 予 算
令和７年度一般会計歳入（財源別）4,290,000千円

令和７年度特別会計・企業会計予算（５特別会計、２企業会計）

町税
412,896

その他
自主財源
713,488

町債
345,800

その他依存財源 168,347

国庫支出金
290,047

県支出金
239,422

地方交付税 2,120,000

【主なその他の自主財源】
・分担金及び負担金　　
・使用料及び手数料　
・財産収入
・寄附金（ふるさと納税など）

【主なその他の依存財源】
・地方譲与税　　　　　　
・地方消費税交付金
・法人事業税交付金
・地方特例交付金

依存財源（74％）

自主財源
（26％）

【単位：千円】

367,385

9,300

63,000

59,500

430,000

80

0 200,000 400,000 600,000

［公営企業会計］下水道事業会計

［公営企業会計］簡易水道事業会計

町営スキー場事業特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

国民健康保険特別会計（施設勘定）

国民健康保険特別会計（事業勘定）

土地取得事業特別会計 【単位：千円】

599,200

510,391

令和７年度一般会計歳出（目的別・性質別） 4,290,000千円

民生費
617,069

総務費
927,748

議会費 55,299

衛生費
133,929

農林水産業費
284,410

商工費
234,360

予備費 22,958

公債費
546,169

災害復旧費
16,630

教育費
612,720

土木費
334,208

消防費
221,543

諸支出金
282,957

【単位：千円】

人件費
886,634

物件費
782,257

維持
補修費
162,626扶助費

145,598

補助費等
893,363

普通建設事業費
542,191

災害
復旧事業費
16,630

公債費
546,169

積立金
30,418

投資及び出資金
50,762

貸付金 23,180
繰出金 187,214

予備費 22,958

【単位：千円】
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 令和７年度

予算特別委員会 質疑
（質疑の一部を抜粋して紹介します）

予算特別委員会

施策方針では、限りある財源を最大限に活か
していきたいという事だが、どのように財源を
確保し、充当したのかを伺う。

令和7年度の予算編成についてQ

歳出が多く、苦労した。やりたい事業を抑え、
やるべき事業を吟味した。脆弱な自主財源をど
のようにしていくのかを考えながら、編成した。

事業を切り詰め対応したA

国が進める統一的なガバメントクラウドシス
テムの使用料が３，４００万円ほど計上されて
いるが、毎年必要な経費になってくるのか。

システム使用料についてQ

毎年必要な経常経費になる予定。システムの
構築費用は国の補助があるが、運用経費につい
ては、今のところ出ない予定である。

経常的な経費になる予定A

町民バス予算に公共交通の実証実験等の経費
が計上されていないが、どのようするのか。

公共交通の見直し予算についてQ

昨年から公共交通見直しのワークショップを
開催しており、委員の方からの意見をいただい
ているが、運行事業者
や利用者等の現場での
意見も整理して、どの
ような運行形態がいい
のかを判断して、実証
実験を始めていきたい。

色々な意見を基に判断したいA

昨年度の倍以上の予算だが、町民との合意形
成が先に必要なのではないか。町民の気持ちが
入らない計画になりはしないか。

景観形成支援委託料についてQ

景観計画策定委員には町民の方も入る予定。
委託料の倍増は、西山地区の調査も入っている
ためで、景観計画策定の基礎となるデータ作成
のための調査料となっている。

計画の基礎データ作成のためA

設立して２年半が経過したが、３町村での事
業継続に対する効果測定はどうなっているのか。

特定地域づくり事業組合運営支援金についてQ

この制度は時限立法ではなく、恒久的な制
度。制度がある限り、続けていきたいが、現在
２名の雇用であるので、効果測定も必要ではな
いかと感じている。

できるだけ続けていきたいA

なかなか、厳しい予算編成だったと聞いてい
るが、重点事業への予算額が昨年度とあまり増
えていない。考えを伺う。

重点事業の予算配分についてQ

予算の範囲内で小規模の実証実験を行い、検
討を繰り返して成果に繋げていきたい。

効果的な見直しを行いたいA

とある自治体では、財政調整基金の枯渇が見
られ、運営の方針転換を余儀なくされた。中長
期的な財政プランについて伺う。

財政調整基金の運用計画についてQ

財政調整基金は自治体の運営に無くてはならな
い基金。なるべく国県補助金を使用して単費での
支出を抑える努力をし、基金を温存していきたい。

基金を温存していくA

※財政調整基金… 財源不足や天災や経済状況の
著しい変動（インフレなど）
に備えるための積立金

令和7年度予算編成後の、町債と基金残高の
見込み額はいくらか。

町債（町の借金）と基金残高についてQ

町債は３４億５，９７８万３千円、基金残高は
２１基金、総額３０億５，８９３万３，６４８円。

A
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中山間地域等直接支払事業や多面的機能支払
交付金事業などの制度で、里山の風土が保全さ
れていると感じるが、新しく始まった地域計画
に対する町単独の予算について伺う。

農業支援の財源と地域計画についてQ

中山間事業は４地区が減り、多目的機能では
２２地区ということで、地域計画ができた後に
ついても、随時更新していき、関係団体等とよ
く協議をしていきたい。基本的には財源を見つ
けてやっていくことが必要で、農家の皆さんと
話し会いながら進めていきたい。今のところ町
単独の予算については考えていない。

町単独での対応は考えていないA

業務委託料1,514万４千円の内容について伺う。

文化財管理費の委託料についてQ

縄文館活用事業と文化財保存活用地域計画の
策定に係る経費の２つになる。

縄文館活用事業では、縄文土器の立体図等の
作成や縄文館のホームページ作成、縄文館の説
明システムなどを整備していきたい。文化庁の

「特色ある埋蔵文化財活用事業」の補助金を活
用して進めていきたい。

文化財保存活用地域計画では、未指定の有形
無形文化財の有識者による専門的な調査を数年
がかりで実施していく予定。

２つの事業が予定されているA

美術館の主な経費としては、作品の展示や管
理になってくると思うが、学生連携などの外に
向かった事業費は足りているのか。

美術館事業費についてQ

令和７年度では、武蔵野美術大学、筑波大学、
日本大学の学生とのワークショップ等の経費、
筑波大学との連携協定により行う事業、また会
津短期大学との美術館アートテラス活用事業の
検討を進める予算を計上している。

大学との連携事業A

家庭ゴミと事業ゴミが分けにくい場合がある
が、どの様に考えているのか。

ごみ減量化推進事業補助金についてQ

自営業の区分けが、あいまいになっている部
分もあるかと思うが、コロナ禍が終息したの
で、観光業等が回復してくれば、事業系ごみは
増加してくると予想している。町の減量化の目
標値が厳しいので、できる部分から減量化して
いき、可能ならば資源物の回収もしやすい環境
にしたいと考えている。

家庭ゴミと事業ゴミの明確化は難しい部分も
あるので、今後も情報発信を継
続して行い啓発していきたい。

今回の補助事業については、
家庭用の電動生ゴミ処理機の購
入補助を想定している。

情報発信を継続していくA

２日間のイベント開催ということだが、開催
内容について伺う。

森林利活用ビジョン運営会議委託料についてQ

現在のところ、柳津
と西山地区で１日ずつ、
ミズナラの植樹等と併
せて出来ればと考えて
いるが、詳細は未定で
ある。

柳津、西山地区で１日ずつ開催A

この補助金の内容について伺う。

地域農業担い手経営支援事業補助金についてQ

認定農業者と認定新規就農者または農業法
人、集落営農が対象となっている。機械などの
導入に対して補助をするもの。個人事業主で補
助率１０分の２以内、上限１００万円。法人で
は補助率１０分の３以内、上限５００万円。
GAPの取得者は１０分の１を上乗せできる。

機械などの導入補助A

予算特別委員会

※ＧＡＰ… Good Agricultural Practicesの頭文
字を取ったもの。農畜産物を生産す

る工程で生産者が守る
べき管理基準と取り組
みのこと。
 「良い農業の取り組み」
や「農業生産工程管理」
などと訳される。
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第１回定例会の主な議案の内容

令和７年第１回定例会は３月５日（水）から３月１４日（金）までの１０日間の会期で行われ、条
例の制定・改正、当初予算、補正予算、人事などの２８議案が審議され、原案どおり可決・同意
いたしました。

●３月定例会後の令和６年度予算額
３月補正後 補正額

一 般 会 計 45億1,774万3千円 ▲9,685万9千円

特　

別　

会　

計

土 地 取 得 8万6千円 ▲21万4千円

国
保

事業勘定 4億2,693万6千円 ▲5,245万3千円

施設勘定 6,325万9千円 ▲355万9千円

後 期 高 齢 6,135万5千円 ▲61万7千円

介 護 保 険 6億4,106万1千円 ▲1,962万7千円

町営スキー場 909万1千円 ▲36万4千円
公
営
企
業

簡 易 水 道 5億7,985万4千円 ▲1,480万8千円

下 水 道 3億9,329万4千円 ▲567万円

合　　計 66億9,267万9千円 1億9,417万1千円

柳津町学校・地域スポーツアドバイザー設置条例の制定について
令和８年度から本格的になる部活動の地域移行とその展開を推進するため、２年間限定で専門的かつ実

践的な立場から指導助言を行う「学校・地域スポーツアドバイザー」の設置に関する条例の制定を可決した。

監査委員の選任同意について
代表監査委員、岩佐利昭氏（見識を有する者）が令和７年３月31日で任期満了となることに伴い、

新たに新井田博之氏（麻生）を任命することに同意した。

副町長の選任同意について
副町長、矢部良一氏が令和７年３月31日で任期満了となることに伴い、新たに田沼祐二氏（県から

の出向）を任命することに同意した。

柳津町選挙管理委員会委員及び補充員の選挙について
町選挙管理委員会委員とその補充員が令和７年３月31日で任期満了となることに伴い、新たな委員

４名と補充員４名を指名し、これを承認した。

令和６年度柳津町一般会計ほか、５の特別会計、２の企業会計の補正予算
一般会計を含む８つの会計の補正予算を可決した。

【主な内容】 （一般会計） 事業費確定による増減、防災重点農業用ため池（程窪）緊急整備事業の増
額　など

 （介護保険）給付費確定による減額　など
 （簡水下水）事業費確定による減額（大成沢水道工事）　など

【追加議案】 職員の給与に関する条例等の
一部を改正する条例について
福島県人事委員会の勧告に準じて給与改

定を行う条例を可決した。
【主な内容】�扶養手当等の増額、給与表の改

正など

【追加議案】 令和６年度柳津町一般会計補
正予算

令和７年２月上旬の豪雪により災害救助
法適用され、その除雪に関する経費の増額
を求める補正予算
を可決した。

こんなことを
決めました

議 案 審 議
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議 案 審 議

定例会の最終日に議案審議を行いましたが、質疑応答の一部（令和６年度一般会計補正予算）を
要約して、ご紹介します。

議案の審議（３月14日）

【質問】観光費の減額について
今回の補正で、商工費について、商工振興費と観光費、合わせて約１，１００万円の減額に

なっている。経済状況の厳しい中、特に観光費は、約５６０万円減額になっている。財源では、
県補助金の観光費補助金でサポート事業補助金が１，７８３千円減額になっている。この内容
について伺う。

【回答】（地域振興課長）
サポート事業として、只見線会津柳津駅でのイベント「あいづやないづモダン駅フェス」を年間２回

開催予定であったが、８月の開催が台風のため中止となった。また、只見線モニターツアー業務委託料
の中に自転車の購入費用が含まれていた。自転車の購入費用については、備品購入費として予算化して
いたので、１１０万円ほど減額になった。さらにシェアサイクルの整備の遅れや自然ガイド養成者申し
込みが１名のみだったことによる減額となっている。

【質問】県サポート事業補助金について
今回、事業の実績額が大幅に減額になるということは、県のサポート事業補助金に大きく影

響があるのではないかと危惧するが、来年度に向けてどのような影響が考えられるか伺う。

【回答】（地域振興課長）
今年度は、大きく減額になった理由について、県へきちんと説明し変更申請を行った。今後は、確認

不足や精査不足がないよう、事業者と１つ１つ確認をして事業の補助金申請を行っていきたい。
※県サポート事業…福島県地域創生総合支援事業補助金
　�　地域を元気にするために住民の皆さんが主役となって行う地域の特性を活かした個性と魅力ある地域づくり事業の立ち上げ
を支援する補助制度。
　�　一般枠、市町村枠、過疎・中山間地域活性化枠の３つの枠があり、実施される活動の内容や、活動する団体等で活用できる
「枠」や「補助率」などが異なる。

【質問】令和７年度に向けた抱負について
県サポート事業については、フレキシブルな面や経済効果が非常に高い事業であると思って

いる。今後、事業内容、時期、タイミングなど県と相談して、影響のないようしっかりと精査
をしていただきたい。最後に、今後に向けての考えをお聞きしたい。

【回答】（地域振興課長）
 事業者や関係団体ときちんと精査、協議をしていくことが一番大事だと思う。また、担当課・係の中でも、
きちんと事業の計画やタイミング、時期などを協議した上で、事業者や関係団体等との協議に臨みたい
と思っている。

【質問】追加案件の一般会計補正予算の予備費について
今回、暫定的に１，１８２万円の予備費を充当しているが、今後、豪雪による除雪費用等の

国からの補助等はあるのか伺う。

【回答】（総務課長）
今後、除雪経費や特別交付税が入ってくる見込みである。

令和６年度一般会計
補正予算について
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議会録画映像のお知らせ議会録画映像のお知らせ
委員会代表質問や一般質問の映像は町の公式ホームページから視聴することができ
ます。（町公式ホームページのURLは「http://www.town.yanaizu.fukushima.jp」です）

スマホやタブレット端末からも、見ることができます！
（右のＱＲコードをご利用ください）
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。

　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
の
執
行
状
況
や
町
の
方
針
に
つ
い
て
報
告
や
説
明
を
求
め
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
の
執
行
状
況
や
町
の
方
針
に
つ
い
て
報
告
や
説
明
を
求
め
る
こ
と
。

一
般
質
問

一
般
質
問

　
町
政
を
問
う

　
町
政
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一　般　質　問
【11ページ】２番 渡邊 俊典　議員
　　　　　　１、町の人口減少に対する取り組みについて

２月２１日開催　県議長会の講師に２月２１日開催　県議長会の講師に
よる一般質問勉強会の様子よる一般質問勉強会の様子

一 般 質 問
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11

町の住宅政策を質します！

１、�町の人口減少に対する取り組みに
ついて

Q
柳
津
町
の
人
口
減
少
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
当
町

に
は
、
住
み
た
い
と
思
っ
て
も
民

間
の
ア
パ
ー
ト
は
な
く
、
公
営
住

宅
に
は
様
々
な
要
件
が
あ
り
、
若

い
共
働
き
の
方
々
や
年
収
が
高
い

方
々
は
住
む
こ
と
が
で
き
な
い
。

ま
た
、
高
校
に
通
う
の
に
列
車
通

学
を
し
た
く
て
も
駅
ま
で
の
交
通

手
段
が
確
保
で
き
な
い
た
め
他
町

村
へ
移
住
し
て
し
ま
う
事
例
が

多
々
あ
る
が
、
町
の
将
来
像
を
ど

の
よ
う
に
お
考
え
か
。

A
（
町
長
）
町
の
人
口
減
少

対
策
に
対
す
る
取
り
組
み

は
、
出
産
・
子
育
て
応
援
金
、
頑

張
れ
子
育
て
応
援
金
、
保
育
料
や

学
校
給
食
費
の
無
償
化
な
ど
の
子

育
て
世
代
へ
の
支
援
や
新
築
住
宅

の
建
築
費
助
成
、
既
存
住
宅
、
空

き
家
の
改
修
費
用
助
成
な
ど
、
移

住
・
定
住
者
へ
の
支
援
を
実
施
し

て
い
る
。
他
町
村
へ
の
人
口
流
出

を
防
ぐ
手
立
て
と
し
て
、
町
有
地

を
民
間
の
事
業
者
に
長
期
で
貸
し

付
け
、
ア
パ
ー
ト
等
を
建
築
・
運

営
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
制
度
を

つ
く
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
高

校
生
の
通
学
に
つ
い
て
は
、
町
の

公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
協

議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
町

の
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

こ
と
は
大
変
難
し
い
。
減
少
す
る

ス
ピ
ー
ド
を
少
し
で
も
抑
え
る
施

策
や
事
業
を
実
施
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Q
公
営
住
宅
の
大
平
団
地
は

２
棟
48
戸
中
13
戸
空
い
て

い
る
。
公
営
住
宅
法
に
基
づ
け

ば
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
耐

用
年
数
70
年
で
半
分
の
35
年
経
過

す
れ
ば
、
建
て
替
え
等
を
し
て
も

よ
い
と
な
っ
て
い
る
。
充
当
さ
れ

た
補
助
金
関
係
の
縛
り
を
な
く
す

こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

公
営
住
宅
に
若
い
人
や
年
収
が
高

い
人
も
住
め
る
よ
う
に
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
お
考
え
か
。

A
（
町
長
）
年
数
を
過
ぎ
て

空
き
部
屋
も
増
え
て
き
た

と
い
う
こ
と
は
、
次
の
ス
テ
ッ
プ

を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
補
助
金
の
縛
り
が
な
く
な
る

と
い
う
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

今
あ
る
建
物
を
い
か
し
て
、
若
者

が
住
み
た
い
と
い
う
よ
う
な
建
物

に
リ
ホ
ー
ム
を
し
て
い
く
こ
と
な

ど
検
討
し
て
い
き
た
い
。
人
口
減

少
が
早
く
進
ん
で
い
る
現
状
を
鑑

み
れ
ば
、
ゆ
っ
く
り
し
て
い
る
時

間
は
な
い
と
思
う
。

Q
高
校
生
が
家
か
ら
通
え
る

通
学
に
関
し
て
は
、
ど
の

よ
う
な
方
向
に
も
っ
て
い
き
た
い

と
お
考
え
か
。

A
（
町
長
）
今
、
ま
さ
に
公

共
交
通
の
見
直
し
に
つ
い

て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
。
町

の
公
共
交
通
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
に
参
加
さ
れ
た
方
々
と
使

い
た
い
人
が
使
い
た
い
と
き
に
し

っ
か
り
と
使
え
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　Q

公
共
交
通
の
見
直
し
は
、

来
年
度
か
ら
や
る
の
か
、

ま
た
は
、
時
間
を
み
な
が
ら
と
考

え
て
い
る
の
か
。

A
（
町
長
）
オ
ン
デ
マ
ン
ド

の
運
行
や
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

な
ど
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
な
が

ら
、
地
域
地
域
で
そ
の
制
度
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
。
で
き

る
部
分
に
つ
い
て
実
証
実
験
を
や

っ
て
い
き
た
い
。
早
け
れ
ば
、
来

年
度
あ
た
り
か
ら
予
算
の
範
囲
内

で
区
域
を
区
切
っ
て
進
め
て
い
き

た
い
。

Q
柳
津
町
に
住
ん
で
み
よ
う

か
と
思
う
方
た
ち
に
対
す

る
土
地
の
提
供
な
ど
は
ど
う
お
考

え
か
。

A
（
町
長
）
町
直
営
で
分
譲

事
業
を
や
る
よ
り
、
民
間

事
業
者
に
お
願
い
し
、
採
算
が
合

わ
な
い
と
こ
ろ
は
、
町
が
補
助
を

す
る
な
ど
後
押
し
を
し
て
進
め
て

い
き
た
い
。

Q
空
き
家
を
解
体
し
そ
の
土

地
に
新
築
を
し
た
場
合
、

空
き
家
解
体
補
助
金
と
新
築
補
助

金
を
同
時
に
使
え
る
よ
う
に
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
町
独
自
に
制
度

化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
（
町
長
）
空
き
家
の
解
体

補
助
金
に
は
、
国
の
補
助

金
を
活
用
し
て
し
て
い
る
た
め
条

件
が
あ
る
。
財
政
的
な
こ
と
を
考

え
る
と
町
独
自
の
補
助
事
業
は
考

え
て
い
な
い
。

２番　渡
わた

邊
なべ

俊
とし

典
のり

議員
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現地調査・議会モニター

産業厚生常任委員会現地調査　－　豪雪　－

３月25日（火）産業厚生常任委員会では、地域振興課職員と共に２月に降り続いた大雪に
よる農業用施設の被害調査を実施しました。その結果をまとめ、町に次の３点について要望を
いたしました。
①　県に早急な支援を確定いただくこと、
②　農家には早急な情報提供を行い、営農再開への不安を払しょくすること
③　関係機関と連携協力し、農家負担の軽減に努めること

３月26日（水）ふれあい館会議室で副議長・総務文教常
任委員長と議会モニターの皆さんとの意見交換会を開催ま
した。議会を傍聴して感じたことや改善してほしいことな
ど、忌憚のない意見が出されました。

意見交換会の様子意見交換会の様子

代表監査委員の退任代表監査委員の退任
代表監査委員の岩佐利昭氏が３月31日で任期満

了となりました。令和３年度からの４年間、法の
趣旨に基づき、適正に検査、審査を実施し、最小
の経費で最大の行政効果が生まれるよう助言等を
いただきました。これまでのご尽力に感謝申し上
げます。

議会モニター制度議会モニター制度



前副議長　伊藤　純氏が、現職中の令和７年２月１４日にご逝去されました。
平成２８年の初当選以来、３期９年にわたり議員活動に精励され、副議長を

はじめ、産業厚生常任委員長、町監査委員など多くの要職を歴任されました。
ここに生前の功績をたたえ、謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

令和７年第１回定例会の初日に副議長選挙が行われ、副議長が選出されました。

このたび、第１回定例会におきまして、議員各位の御推挙を賜り副議長に就任致しました松村
亮で御座います。謹んで就任のご挨拶を申し上げます。

伝統ある柳津町議会の副議長という大役を拝し、身に余る光栄であるとともに、その責任の重
さを痛感しております。議長を支え、議長とともに町議会の持てる力を十分発揮できるよう尽力
するとともに、議員各位と協力し、公正かつ円滑な議会運営となるよう努めて参る所存です。

昨今、激しい変化を伴い不確実性の高いＶＵＣＡ時代とも呼ばれる現代社会
にあって、普遍的と目されていた「町」という存在も、その構造や運営手法、
価値観などの見直し、転換を余儀なくされております。従来の常識や理屈にと
らわれることなく、時代に即した持続可能な柳津町の在り方を模索し創りあげ
ていく上で、私としては町民の皆様との対話が今まで以上に肝要であると考え
ております。

町民の皆様におかれましては、議会活動に対し今後ともご理解ご協力賜りま
すようお願い申し上げます。

新副議長 就任あいさつ

前副議長　伊藤　純氏　逝去

13

議 会 構 成

議　会　構　成
令和７年３月５日一部改選

議   長 齋藤　正志

副 議 長 松村　　亮

委員会名 委員長 副委員長 委　　員

総務文教常任委員会 磯目　泰彦 小林　　浩 田﨑　信二 荒明　正一 齋藤　正志

産業厚生常任委員会 松村　　亮 渡邊　俊典 岩渕　清幸 新井田 順一

広 報 常 任 委 員 会 新井田 順一 小林　　浩 渡邊　俊典 荒明　正一

議 会 運 営 委 員 会 岩渕　清幸 田﨑　信二 磯目　泰彦 松村　　亮

会津若松地方広域市町村圏整備組合議会の議員 田﨑　信二

柳 津 町 監 査 委 員 議 会 選 出 の 議 員 新井田 順一
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　令和６年度に行った決算審査・定期監査の結果に関する措置状況について、町長、教育長か
ら報告がありましたので、その内容について一部を抜粋してお知らせします。

令和６年度 監査委員による指摘事項のうち措置を講じたものの調書（抜粋）

【令和６年７月２４日　決算審査　生涯学習課生涯学習係】
スポーツ事業については、スポーツ少年団の県大会出場などの活躍がありますが、その指導者はほ
とんどボランティアに等しい状況にあります。指導者が安心して子供たちの心身の健全育成を図れる
環境づくりをお願いします。

（回答）　令和７年度より、スポーツ少年団指導者の謝金を増額するとともに、指導者資格取得・更新
に要する費用の助成を実施。併せて、指導者を対象にコーチング研修を開催する予定です。

【令和６年１０月２９日　定期監査　生涯学習課生涯学習係】
地域・日本の新たなレガシー形成事業では、当町の保存食を圓藏寺等で提供するための事前調査が
行われますが、現状の圓藏寺庫裡のままでは集客が困難ではないかとの不安もあります。ぜひ文化財
の指定に向けた対応をされることに期待します。

（回答）　令和７年度より、町の文化財の利活用を目的に法定計画（文化財保存活用地域計画/文化
庁）の策定に向けた調査や、圓藏寺の建物や美術工芸品等を対象とした現況調査を開始する
予定です。

【令和６年７月２０日　決算審査　町民課住民福祉係】
介護保険料の未収金は前年と比べてほぼ同額ですが、滞納者が２２人から３９人と増加しています
ので、新たな滞納者を増やさないための取り組みをお願いします。

（回答）　新たな滞納者については、一時的に特別徴収（年金からの天引き）から普通徴収（納付書に
よる納付）へと切り替わった被保険者が、それに気づいていないケースが多く見受けられ、そ
れが滞納者数の増加の一因と考えられます。ついては、納付書に同封する文書を工夫するな
ど納め忘れのないような取り組みを行って参ります。また、常習的な滞納者に対しては、引き
続き督促・催告を行い、納めていただいている被保険者との差別化を図るため、介護（予防）
サービス利用時の給付制限を行う等、適切に対応を行って参ります。

【令和６年１０月２３日　定期監査　町民課住民福祉係】
一般介護予防事業での健幸クラブ、のぞみ短期運動教室等、介護にならないための介護予防に取り
組んでいますが、男性の参加割合が非常に低いので今後、男性の参加割合を高め、対象町民の多くが
参加できるような取り組みに期待します。

（回答）　介護予防事業では、現在、地区に出向いての運動教室や要望等を取り入れた事業を行って
おります。その事業の参加者へ、今後取り組みたいことや要望等を男性も含め聞き取りして
おりますので、その意見を踏まえ、対象者が参加しやすい事業を構築して参ります。また、
男性の社会参加のためには自己啓発も必要不可欠ですので、対象者へ働きかけを行うととも
に、家族や隣人等からの声かけ等を行っていただけるよう啓発を行って参ります。

監 査 公 表
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【令和６年７月２５日　決算審査　みらい創生課みらい創生係】
ふるさと納税については、新たに地域おこし協力隊の採用によりその成果が見られますので、今後
さらなる返礼品の見直しやＰＲによって納税の増加につなげてください。

（回答）　地域おこし協力隊と連携し、柳津町の特産品や観光資源を活用した魅力的な返礼品の開発
と選定を行い、SNSや各種メディアを通じて町のふるさと納税の魅力を積極的にPRするこ
とで、寄付額の増加を目指しています。

【令和６年１０月２１日　定期監査　みらい創生課みらい創生係】
ふるさと納税については、寄付額が増加しておりますので、今後も返礼品の追加や見直しを行いな
がら、その増加に努めてください。空き家対策事業により危険となる空き家の除却が進んでおります
ので、引き続き空き家の除却や家財道具の処分等を進めてください。住宅用新エネルギーシステム設
置事業補助については、歴史的風致維持向上計画策定区域の町民からの申請があった場合の取扱いに
ついて、事前に整理しておくことが重要ですのでよく検討してください。

（回答）　①定期的に返礼品の追加と見直しを行い、町の魅力を最大限に引き出す戦略を展開すると
ともに、地域の事業者と密接に連携し、新たな返礼品の開発を支援しています。また、ポー
タルサイトでの効果的な情報発信とターゲットを明確にした広報活動を展開し、ふるさと納
税の魅力を広く伝えています。

 　②空き家の除却を引き続き積極的に推進し、地域の安全性と景観の改善に努めるととも
に、家財道具の処分に関する支援制度を充実させ、所有者の負担を軽減します。また、地域
住民や関係機関と連携し、空き家対策の更なる効率化を図ります。

 　③歴史的風致維持向上計画における景観や文化的要素と、新エネルギーシステムの設置要
件とのバランスを慎重に検討し、関係各所との検討会を開催して、景観計画の策定に向けた
取り組みを進めています。

【令和６年１１月５日　定期監査　総務課税務係】
固定資産税の納税義務者の３５％が町外の者ということであり、徴収には苦労も多いと思います
が、会津地域地方税滞納整理機構と連携を図って滞納整理に努めてください。

（回答）　年々、町外の納税義務者が増加していることから、早期納付勧奨や会津地域地方税滞納整
理機構と連携を図り、滞納処分を実施しています。

【令和６年７月２４日　決算審査　教育課美術館係】
地域おこし協力隊が令和６年５月中に不在となりました。これまでも協力隊の各種事業により当美
術館のPRに努めていただいたところです。協力隊は大きな力となっておりましたので、今後は早急
に新たな協力隊の確保に努めてください。

（回答）　地域おこし協力隊については、今まで大学との連携により募集を行ってきましたが、令和
６年度においては、一般公募を行い広く募集を行ったことで、２名の応募があり、令和７年
度は２名体制で活動できることになりました。

【令和６年１０月２９日　定期監査　教育課美術館係】
カレンダーの販売については、目につきやすい箇所に展示するなどの工夫により、売れ残りが出な
いよう努めてください。

（回答）　美術館のショップのみならず、役場内にもカレンダーの販売案内を行うなど、多くの方の目に触
れる場所への掲示を行いました。また、町内の関係施設へもカレンダーを配布し、町民の方にも広
く周知を行うことにしました。

監 査 公 表
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−− 議 会 の 動 き 議 会 の 動 き（令和６年第4回定例会以降）（令和６年第4回定例会以降）  −−
 12月19日 年末年始の交通事故防止・地域安全運動夜間パトロール （議長）
 25日 県道会津高田柳津線・赤留塔寺線整備促進期成同盟会県要望 （議長、産厚委員長）
 26日 広域市町村圏整備組合議会臨時会 （広域議員）
 １月５日 町民年頭賀詞交歓会 （議長ほか）
 11日 町消防団出初式 （議長、総文委員長、広域議員）
 15日 会津を拓く講演会 （議長ほか）
 20日 議会全員協議会、第１回臨時会
 22日 只見町議会運営委員会行政視察来町 （議会運営委員、議長）
 26日 交通安全祈願祭 （議長）
 ２月１日 第45回会津やないづ冬まつり （議長ほか）
 ５日 会津若松地方広域市町村圏整備組合議会定例会 （広域議員）
 21日 全員協議会
 21日 会津若松地方広域市町村圏整備組合議会定例会 （広域議員）
 26日 議会運営委員会 （議会運営委員、議長）
 26日 県町村議会議長会定期総会 （議長）
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令和７年 第２回定例会

６月４日（水）～６月６日（金）
 《６月４日　午前１０時開会》

・初日は「一般質問」を行います。
・ゆきげ館とふれあい館でテレビ傍聴できます。
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報
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会

ちょっと
一言

１月15日　会津を拓く講演会の様子
鐡道を活用した地域活性化について（講師：大井川鉄道　鳥塚社長）

１月22日　只見町議会運営委員会行政視察来町の様子
　議会の運営について意見交換を行いました

次回定例会のお知らせ


